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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、健康支援を受ける機会が少ない育児期の女性に対し、主体的の保健
行動に必要なヘルスリテラシーの促進を目指した健康支援プログラムの開発を行うことである。近畿圏内の市町
村や子育て関連施設の利用者を対象に実態調査を行い、母親のヘルスリテラシーは自覚的健康状態などと関連し
ていることや、母親が育児生活で自らの健康を維持増進するための工夫などが明らかになった。これらの結果を
基に「自分の健康状態を知る方法」「女性のライフサイクルと病気」「受診と相談のタイミング」「健康を維持
するための生活習慣」を内容としたプログラムを開発した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to develop a health support program aimed at 
promoting health literacy for health behaviors of child-rearing mothers, toward early detection and 
treatment for women's health that can be utilized in childcare support settings.We surveyed 
child-rearing mothers at municipalities and childcare-related facilities in the Kinki region using 
self-administered questionnaires and focus group interview.Based on the survery results, a program 
was developed to provide information on "how to know one's health status," "women's life cycle and 
diseases," "timing of consultation and consultation," and "lifestyle to maintain health.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本のヘルスリテラシー研究は蓄積されつつあるが、ヘルスリテラシーの向上を目指したプログラム開発に関す
る研究は少ない。育児期の女性の多くが自らの健康管理を後回しにしており、加えて健診などの保健サービスを
受ける機会が少ないため主体的な保健行動を促進するための方策を検討することは非常に重要である。本研究の
結果は、身近な場所で健康支援を実施し、育児期の母親の健康支援の有効性を検討するための知見となり、学術
的意義や社会的意義があると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
  女性を取り巻く環境の変化により女性の社会進出が進んでいるが、出産を機に離職する女
性は 33.9％（内閣府，2017）と約半数の女性が育児に専念する生活を送っている。就労女性
は、産業保健分野による健康管理の対象であり、定期的な健康診断の受検や産業保健サービス
により、自らの健康状態を客観的に把握する機会を有しているが、退職後に扶養家族となった
場合には、自らの健康状態を把握する機会が乏しくなる可能性がある。また、生活時間に関す
る報告（総務省，2016）では、6歳未満を養育する母親は、育児に時間を費やしており自らの
健康状態を振り返る時間の確保が難しくなっている。 
  一方で、育児期の女性への健康支援として、地方自治体を中心に不適切な養育の防止に向け
た産後うつや育児不安の軽減など、母親の精神面への支援が重点化されており、育児支援の場
が拡充されつつある。しかし、母親の健康状態は育児に大きく影響し、ひいては子どもの健や
かな成長発達に影響する。そのため、精神面な支援のみならず母親が自らの健康状態をコント
ロールしていくために、身体的な健康に向けた支援の検討が必要である。 
  育児に専念する母親の身体的な健康を支援する機会として、地方自治体が行う健康増進事 
業による健康診断や健康教育がある。しかし、事業によっては年齢制限や開催時間に子ども 
を保育が必要など参加に障害があると推察される。加えて、育児期の母親の健康管理に関して 
は「時間がない」「症状がないと受診しない」等が報告（大槻ら，2008）おり、自分の健康管 
理が後回しになっていると考えられる。 
特にこの時期の女性の健康課題として、子宮頸がんや乳がんの罹患率が上昇傾向にあり、早 
期発見が重要である。これらは発見が遅れると予後が不良となる可能性があるため、自らの健 
康状態に気付き、早期発見を促すための行動としてヘルスリテラシーが重要（河田，畑下，金 
城 2014）であるが育児期の母親に関連した報告が少ない。また、女性の健康に関する研究で 
は、主に子宮頸がんの受診行動に関連した報告が多い。中でも、受診行動と関連して子宮頸が 
んや生殖、性行為感染症に関連する知識が乏しいとされており、発達段階に応じた教育の必要 
性が示唆されている。しかしながら、育児期の女性が主体的に保健行動をとるために必要なヘ 
ルスリテラシーを高める教育の学術的な知見は十分とはいえない。 
  
２．研究の目的 
  本研究の目的は、健康支援を受ける機会が少ない育児期の女性に対し、女性特有の疾患や保 
健行動を把握し、育児支援の場で活用できる早期発見・治療に向けた主体的の保健行動として 
のヘルスリテラシーの促進を目指した健康支援プログラムの開発を行うこととした。具体的
には以下の３つの目的を設定した。 
 （１）育児期の母親の健康状態と保健行動に関する文献レビュー 
 （２）育児期の母親の健康状態とヘルスリテラシーの実態を明らかにすること 
 （３）（１）（２）で得た結果を基に健康支援プログラムを開発すること 

 
３．研究の方法 
  （１）育児期の母親の健康状態と健康行動に関する文献レビュー 
    ①対象文献 
     医中誌 Web Ver.5 において、検索キーワードを「育児期の母親」and「健康状態」、 
「育児期の母親」and「保健行動 or 健康行動」として 2007 年～2017 年に公表された 
47 文献のうち、基準を満たした 10文献を分析対象とした。 

（２）育児期の母親の健康状態と健康管理、ヘルスリテラシーの実態を明らかにすること 
  ①研究対象 
   <質問紙調査> 
近畿地方の同意が得られた市町村および子育て支援センター、児童館の育児支援 
事業参加者 950 名 

     <インタビュー調査> 
      A県 B市内の児童館等の育児支援事業に参加する母親 5名 
    ②調査方法 
     <質問紙調査> 

無記名式質問紙郵送調査 
      <インタビュー調査> 

フォーカスグループインタビュー 
    ③調査項目 
      <質問紙調査>対象者の年齢をはじめとした基本属性、健康診断を受ける機会の有無、 

健康に関する心配事、健康相談の有無および相談相手、現在の健康状態と自覚症状、 
市町村の保健事業を知っているか、ヘルスリテラシーなど 

         <インタビュー調査> 
      日常生活の中での健康管理の工夫、自らが受診行動をとるときの基準など 
    ④倫理的配慮 



     京都先端科学大学倫理審査委員会の承認を得て実施した（承認番号 30-７、承認日 
2018 年 11 月 9日および承認番号 19-11、承認日 2019 年 9月 3 日） 

 
  （３）健康支援プログラムの開発 
    ①研究対象 
      近畿地方の B市内児童館 2か所の未就園児対象とした育児支援事業に参加する母 
     親 35 名以上  
    ②調査方法 
      準実験デザインによるプログラム受講前後の比較調査 
    ③調査項目 
      基本属性および性成熟期のヘルスリテラシー尺度（河田ら，2014）、プログラムの 

満足度、難易度など 
    ④倫理的配慮 
     京都看護大学研究倫理委員会の承認を得て実施した（承認番号202201号、承認日2022 

年 10 月 27 日） 
 
４．研究成果 
 （１）育児期の母親の健康状態と健康行動に関する文献レビュー 
    10件の文献をレビューした結果、育児中の母親のうち最大で 60％が就業していた。健 
康状態として多く取り上げられていたのは、精神的な落ち込みや不安などであった。身体 
症状に関して報告していた文献では、母親の自覚症状として「疲れやすい」「腰痛」「肩こ 
り」が挙げられていた。保健行動としては、健康診断を受けることや禁煙、規則正しい生 
活習慣であった。 
 

 （２）育児期の母親の健康状態とヘルスリテラシーの実態について 
   ＜質問紙調査＞ 
調査票の回収数は 608 件（回収率 64.0％）で有効回答数は 558 件（有効回答率 58.7％） 
であった。回答した母親の平均年齢は、33歳であった。そのうち、247 人（44.2％）が自 
覚的健康状態を「健康でない」と回答し、自覚症状で最も多かったのが「肩こり」であっ 
た。また、318 人（56.9％）が健康診断を受ける機会が「ない」と回答していた。また、 
ヘルスリテラシーは、自分の身体に関する心配事と自覚的健康状態および健康診断を受 
ける機会の有無が関連していた。つまり、母親が自分の身体に関して心配事がなく、自覚 
的健康状態が良いほど、ヘルスリテラシーが高く、また健康診断を受ける機会がある方が 
ヘルスリテラシーが高い結果となった。 
さらに、無職と回答した母親に焦点を当てて分析をした結果、358 人が該当した。これ 
らの母親の平均年齢は33.6（標準偏差5.0）歳で、87.4％が核家族であった。165人（46.1％） 
が自覚的健康状態を「健康でない」とし、自覚症状は「疲れやすい」が最も多かった。267 
人（74.6％）が健康診断を受ける機会が「ない」としていた。母親の健康状態に関連する 
項目について分析した結果、健康相談有のオッズ比 3.04（95％信頼区間：1.56-5.92）と 
ヘルスリテラシーのオッズ比 1.05（95％信頼区間：1.02-1.08）であった。 
＜インタビュー調査＞ 
育児中の母親 5名にフォーカスグループインタビューを行った。その結果、母親が自ら 
の健康を維持増進する工夫として育児中での動作など活用していたり、過去の疾病経験 
や症状を基準とした受診行動などが明らかになった。母親達は自らの健康増進のために、 
日常生活の中で工夫をしつつ育児を支えているのは自分であるとの認識をもって生活を 
していた。 
以上のことから、これらの結果を踏まえ、育児期の女性の健康を支えるために、特に無 
職の状態にある母親に対し、自らの健康状態を振り返ることができるような知識や情報 
の提供とともに相談行動を促進するような関わりを含めたプログラムの開発が必要で 
ある。そして、この健康支援は育児生活の中で行われることが効果的であると考え、日中 
に開催されている事業の中に組み込む必要があると考えた。 
 
（３）プログラムの開発 
    文献レビューと実態調査を基に、育児支援事業内などで実施を想定して 20 分程度のも 
のとした。また、プログラムの媒体はヘルスリテラシーに関する文献を基に、視覚的効果 
をねらい Microsoft Power Point を使用し、配布資料はパンフレット形式でメモなどを 
書き込めるよう工夫した。 
プログラムの主な構成は、「自分の健康状態を知る方法」「女性のライフサイクルと病気」 
「受診と相談のタイミング」「健康を維持するための生活習慣」とした。「自分の健康状態を 
知る方法」では、女性ホルモンの働きや変化などを中心に、自らの健康状態を判断する 1 
つの基準として月経周期を例とした。「女性のライフサイクルと病気」では、女性特有の 
疾患である子宮頸がんと乳がんに焦点を当て、罹患状況や症状、そして検診の受診方法や 



内容についても含めた。また、性行為感染症についても予防方法と症状を中心に内容に含 
めた。「受診と相談のタイミング」では、いつもと違う体調をどのように感じ、そして専 
門職に伝えるかに焦点を当て具体的な例を使用して説明するようにした。そして「健康を 
維持するための生活習慣」では国の食事バランスガイドを用いて、食事のバランスなどを 
具体的な食品で示せるようにした。また、姿勢については同じ姿勢にならないような体の 
使い方などを内容に含めた。 
 これらのプログラムを新型コロナウイルス感染症が 5類に移行して以降に研究協力施 
設で順次実施している状況である。プログラムの効果は、現在分析中である。分析結果を 
踏まえ、育児中の母親が身近な環境で自らの健康について知る機会を設けることができ 
るようにさらに内容の検討を進めていく予定である。そして、各市町村とも協力しながら 
乳幼児健康診査での案内など事業の拡大と検討していく必要がある。 
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